
職種　看護師・看護補助者

報告区分 達成目標期間 項目 前年度までの取組み 現状 令和07年度の目標
達成
状況

令和08年度の目標
達成
状況

目標達成に必要な項目 中間評価　/
達成
状況

中間評価　/
達成
状況

中間評価　/
達成
状況

最終評価　/
達成
状況

1
夜勤負担
の軽減

１年間 夜勤回数の上限設定 月の夜勤回数4回以内
月の夜勤回数6回以上の職員
がいる。

月の夜勤回数4回以内
□達成
□一部
■未達

月の夜勤回数4回以内
□達成
□一部
□未達

夜勤専従の配置
夜勤可能者を増やす

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

2
業務量の
調整

1年間 クリニカルパスの導入

短期入院手術にも計画立案
等、記録量・時間がかかる。
治療・ケアの説明に時間を要
する。

短期入院手術２～3の疾患に
ついて、クリニカルパスを
作成する

□達成
■一部
□未達

短期入院手術の2疾患につい
て、クリニカルパス運用を
開始する。整形外科手術で
さらに１疾患、パスを作成
し、医療看護の標準化、業
務を効率化する。

□達成
□一部
□未達

短期入院2疾患のクリニカル
パス運用開始。
優先してパスを導入すべき
疾患の抽出。1疾患パス追加
作成し運用開始。

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

3
業務量の
調整

1年間 NDCの活用
今年からNDC臨床研修期間と
なる。

医師の業務タスクシェア
し、医師の業務負担軽減、
病棟でのNDCによるタイム
リーな医療的ケアの介入。

□達成
■一部
□未達

医師の業務をNDCにタスク
シェアし、医師の業務負担
軽減。院内横断的に、NDCに
よるタイムリーな医療的ケ
アの介入。

□達成
□一部
□未達

NDCが自立して行える特定行
為等の院内周知
活動体制、応援要請方法の
院内周知
NDCによるタイムリーなケア
の介入、院内活動の定着

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

4
看護補助
者の配置

1年間 看護補助者の活用 介護福祉士の募集
看護補助者2名から3名に
増員

入浴介助、排泄介助等、看
護師が行っていた身体介助
を補助者へタスクシフトす
る。
看護補助者が夜勤をするこ
とにより、補助者の日勤業
務を夜勤へシフトし、業務
効率改善を図る。

□達成
□一部
■未達

看護補助者1名増員
看護師から看護補助者へタ
スクシフト

□達成
□一部
□未達

看護補助者１名採用し、3人
体制とする。
看護師にタスクシェアした
補助者業務を補助者へシフ
トする。

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

5

看護職員
と多職種
との業務
分担

6か月 入院時の薬剤確認

2025年1月薬剤室へタスク
シフト/シェアの依頼を
し、具体的に話を進めてい
たが、薬剤師が1名転勤に
なるということで、タスク
シフト/シェアが開始され
ていない。

入院時の持参薬や休薬確
認を外来看護師が行い、
薬の名前をカルテに記載
している。2025年度より
くする手帳持参している
方は、「資格確認連携薬
剤情報」にスキャンする
運用としているが、薬手
帳を持参していない方や
携帯アプリで薬管理をし
ている方もおり、結局、
外来看護師が薬剤の確認
をし記録している状況

入院後に薬剤師が内服薬を
全て確認しているため、外
来看護師の薬剤確認を廃止
し、薬剤師業務へシフトし
たい。

□達成
■一部
□未達

入院後に薬剤師が内服薬を
全て確認しているため、予
約入院を含めた外来看護師
の薬剤確認を廃止し、薬剤
師業務へシフト

□達成
□一部
□未達

①緊急入院の薬剤確認→
2025年度済
②予約入院の薬剤確認
③内服薬の記録記載→これ
は既に薬剤室での業務です
ので、①②の入院でどのタ
イミングで確認するかは薬
剤室に決めて頂いて良いか
と思います。①の緊急入院
は入院後に行っている。

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

6

看護職員
と多職種
との業務
分担

1年間
内視鏡の薬剤に関わる
問診

2025年1月薬剤室へタスク
シフト/シェアの依頼を
し、具体的に話を進めてい
たが、薬剤師が1名転勤に
なるということで、タスク
シフト/シェアの依頼が開
始されていない。

内視鏡検査実施する方全員に
内服薬の確認を行い、時間を
要している。
医師も内服薬の確認をしてい
るが、漏れていることが多い
ため、問診時に再度、お薬手
帳を確認し、問診表に内服薬
の種類を記載している。内視
鏡当日に内視鏡医は問診表に
記載されている内服薬を確認
している。

内視鏡の検査の薬剤に関連
する業務をタスクシフト。
内視鏡検査の方全員の薬剤
確認は必須のため、専門的
分野から知識を活用して薬
剤に関する質問に対応する
ことにより、患者の疑問や
懸念を的確に解消できる。
薬剤師が内服薬や併用薬の
リスク、検査前後の薬剤調
整について専門的にアドバ
イスできるため、安全性が
向上する。

□達成
□一部
■未達

薬剤師に薬剤関連の確認を
して頂けるよう、問診票の
修正案は2025年度薬剤室へ
提出している。
薬剤関連の確認を薬剤室へ
タスクシフトしたい。

□達成
□一部
□未達

①内視鏡問診票・説明書の
改定（案は完成している）
②薬剤師の業務調整

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達
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7

看護職員
と多職種
との業務
分担

6か月 放射線関連検査説明

2025年1月放射線室へタス
クシフト/シェアの依頼を
し、具体的に話を進めてい
たが、放射線技師が1名妊
婦になったということで、
タスクシフト/シェア開始
されていない。

現在、CT検査に関しては、放
射線室へタスクシフトさせて
頂いている。
放射線関連検査は放射線技師
による説明にタスクシフトし
たいが、緊急時は外来看護師
で対応しなければならないた
め、タスクシェアで検討して
頂きたい。

MRI検査の問診・説明
□達成
□一部
■未達

20264/1から放射線室で問診
票・同意書を変更し、外来
看護師が確認する項目を減
らして頂き、同意書取得・
説明等は放射線室で実施す
るようタスクシフト

■達成
□一部
□未達

放射線室での運用
□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

8

看護職員
と多職種
との業務
分担

7か月 放射線関連検査説明
上記MRI同様CTの問診・同意
書取得・検査説明も放射線
室へタスクシフト

□達成
□一部
□未達

放射線室での運用
□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

9

看護職員
と多職種
との業務
分担

1年間 健診の採血実施

2025年1月検査室へタスク
シフト/シェアの依頼を
し、2025年4月からタスク
シェア開始されている。

健診採血のタスクシフトを依
頼したが、技師1名の不足に
より午後のみの採血だけタス
クシフトできている。

AM・PMの健診採血を検査室
で実施

□達成
□一部
■未達

AMの健診採血を検査室へタ
スクシフトしたい。

□達成
□一部
□未達

検査技師増員
□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

10

看護職員
と多職種
との業務
分担

6か月 疑義紹介業務

これまで、薬剤師の人数不
足により、院外薬局からの
疑義照会については薬剤室
から外来へのタスクシフト
を行い、現在も外来にて対
応を継続している。

外来では1日あたり15～20件
の疑義照会に対応している
が、その影響により看護業務
が滞る状況が生じている。

疑義照会対応業務を本来の
担当部署である薬剤室へ再
度タスクシフト

□達成
□一部
□未達

疑義照会対応業務を本来の
担当部署である薬剤室へ再
度タスクシフト

□達成
□一部
□未達

薬剤部での運用
□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

11

看護職員
と多職種
との業務
分担

1年間 看護師業務負担軽減

2025年度外来看護師が2名退
職したことから、外来リー
ダー看護師業務がひっ迫して
いる

外来看護師業務を外来アシ
スタントへタスクシフトで
きる業務の洗い出し。
事務部長へ外来アシスタン
ト採用依頼。

□達成
□一部
□未達

外来アシスタントを採用し
外来看護師業務をタスクシ
フト（検査説明・患者移
送・健診測定・入院説明・
検体搬送）

□達成
□一部
□未達

・外来アシスタント採用
・採用度教育

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

12

看護職員
と多職種
との業務
分担

1年間 中材業務負担軽減

中材の補助者が毎日、外来助
勤に出ているため、中材業務
（特に衛生材料在庫管理）業
務が滞る

手術室中材業務を手術室中
材アシスタントへタスクシ
フトできる業務の洗い出
し。
事務部長へ手術室中材アシ
スタント採用依頼。

□達成
□一部
□未達

手術室中材アシスタントを
採用し中材業務をタスクシ
フト（毎日の衛生材料払い
出し・衛生材料在庫入力・
期限切れチェック・各デー
ター入力・発注・納品対
応・手術室機械返却対応）

□達成
□一部
□未達

・手術室中材アシスタント
採用
・採用度教育

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

13

看護職員
と多職種
との業務
分担

3か月 総務課業務負担軽減

現在、手術室中材で使用して
いる医材類を総務課を通して
発注している。そのため、発
注忘れなどがあり、中材での
管理が煩雑化している

手術室中材で使用している
医材を総務課がデーターと
して管理していないため、
中材でデーター化した。現
在の料金価格を確認するた
め、各メーカーより見積も
り取り寄せ。

□達成
□一部
□未達

手術室中材で使用している
医材は、全て中材から発注
し、発注状況・在庫管理の
適正化

□達成
□一部
□未達

・手術室中材のデーター整
理
・SPD化

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

□達成
□一部
□未達

外来・手術室中材

裏面あり


